
携
帯
電
話
利
用
の
リ
ス
ク
回
避
を
！

学
習
情
報
指
導
員

島
田

繁
直

昨
年
度
末
、
市
内
全
小
中
学
校
を
対
象
に
「
携
帯
電

話
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
率
」
の
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
調
査
の
結
果
、
小
中
学
生
が
保
持
し
て
い
る
携

帯
電
話
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
率
は
、
一
年
前
に

比
べ
大
き
く
上
昇
し
て
い
ま
し
た
（
小
学
校
で
は
68
％

→
97
％
、
中
学
校
で
は
59
％
→
85
％
）
。

な
ぜ
、
携
帯
電
話
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
を
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。
法
的
に
は
、「
青
少
年
が
安
全
に
安
心

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
平
成
21
年
４
月
か
ら
、
携

帯
電
話
事
業
者
へ
、
未
成
年
者
の
利
用
す
る
携
帯
電
話

に
対
し
て
は
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
を

提
供
す
る
際
に
青
少
年
有
害
情
報
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
犯
罪
被
害
に
あ
っ

た
事
件
18
歳
未
満
の
被
害
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、
18

歳
未
満
の
被
害
者
の
99
％
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
警
察
庁
の
調
査

報
告
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
へ
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

設
定
の
義
務
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
我
が
子
が

有
害
サ
イ
ト
を
閲
覧
で
き
な
い
よ
う
に
し
、
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は
、
親
の
責
務
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
販
売
店
か
ら
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
つ
い
て
契
約
者
へ
の
説
明
が
不
十
分
な
の
が

現
状
で
す
。
さ
ら
に
、
保
護
者
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
設
定
の
意
義
を
感
じ
ず
、
有
害
サ
イ
ト
閲

覧
に
よ
っ
て
犯
罪
被
害
者
に
な
り
や
す
い
と
い
う
認
識

が
ま
だ
低
い
と
い
え
ま
す
。

保
護
者
や
教
員
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
「
携
帯
電
話

を
持
た
せ
な
い
選
択
」
と
「
持
た
せ
る
覚
悟
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
保
護
者
の
気
付
か
な
い
と
こ
ろ
で
の
携
帯

電
話
利
用
の
リ
ス
ク
や
保
護
者
の
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
（
見
守
り
、
指
導
）
に
つ
い
て
の
啓
発
を
進

め
る
講
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
崎
市
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
専
門
主
事
に
よ
る
講
演
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
愛
知
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
も
、
「
安

心
ネ
ッ
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
に
よ
る
講
習
会
の
開

催
先
を
募
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
し
て
、

保
護
者
や
子
供
た
ち
へ
の
携
帯
電
話

利
用
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
啓
蒙

を
進
め
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝

●
第
７
回
「
育
て
！
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

「
第
７
回

育
て
！
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
・
理
想
教
育
財
団
）
に
今
年

も
市
内
の
先
生
方
か
ら
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
次
の

方
々
が
入
賞
、
入
選
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

（
学
校
名
は
平
成
22
年
度
勤
務
校
）

【
ひ
ろ
ば
賞
】

浅
井

優
子
（
大
樹
寺
小
）

武
井

翔
（
北
中
）

【
新
人
賞
】

青
山

絢
香
（
六
ツ
美
中
部
小
）

【
佳
作
】

成
瀬

美
穂
（
美
合
小
）

高
木

理
人
（
本
宿
小
）

清
野

良
祐
（
梅
園
小
）

藤
田

宏
（
城
南
小
）

北
村

優
也
（
美
川
中
）

西
片

茂
雄
（
福
岡
小
）

岡
本

孝
幸
（
北
野
小
）

名
倉

嘉
章
（
井
田
小
）

近
藤

園
子
（
竜
南
中
）

●
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
に
よ
る
実
践
研
究
助
成

「
実
践
研
究
助
成
」
は
、
視
聴
覚
・
情
報
通
信
メ
デ
ィ

ア
を
効
果
的
に
活
用
し
、
教
育
課
題
の
改
善
に
取
り
組

む
実
践
的
な
研
究
計
画
に
つ
い
て
、
助
成
さ
れ
る
も
の

で
す
。
今
年
度
の
岡
崎
市
に
お
け
る
実
践
研
究
助
成
先

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
37
回
（
平
成
23
年
度
）
実
践
研
究
助
成
校

○
岡
崎
市
矢
作
中
学
校

「
環
境
学
習
で
目
指
す
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

（E
S

D

）
の
展
開
～
『
矢
作
中
エ
コ
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
で

家
庭
・
地
域
・
世
界
の
環
境
に
迫
る
～
」

○
お
か
ざ
き
映
像
教
材
制
作
サ
ー
ク
ル

「
学
習
に
活
用
で
き
る
地
域
を
素
材
と
し
た
教
材
の
製
作
」

○
愛
知
県
立
み
あ
い
養
護
学
校

「
携
帯
情
報
端
末
を
使
っ
た
自
閉
症
児
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
」

視
聴
覚
用
語

『
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

』

i
P
a
d

な
ど
、
表
示
、
入
力

部
を
持
っ
た
携
帯
可
能
な
パ

ソ
コ
ン
の
こ
と
。
電
子
図
書

の
流
通
開
始
や
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
へ
の
布
石
な
ど
も
関
係

し
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
の
製
品

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
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＝
実
践
報
告
＝

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
考
え
る

～
あ
な
た
の
ケ
ー
タ
イ
、
ど
う
使
い
ま
す
か
？
～

藤
川
小
学
校

高
沢

秀
昭

Ｏ
Ｋ
リ
ン
ク
の
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
「
Ｎ
ｅ
ｔ
モ
ラ
ル
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
あ
な
た
の
ケ
ー
タ
イ
、
ど
う
使
い

ま
す
か
？
」
と
い
う
映
像
ク
リ
ッ
プ
を
使
い
、
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
道
徳
の
授
業
を

行
っ
た
。
映
像
ク
リ
ッ
プ
を
見
た
後
の
振
り
返
り
で
は
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
は
良
い
面
と
使
い
づ
ら
い
面
が
あ

る
こ
と
に
子
ど
も
た
ち
は
気
づ
い
た
。
そ
し
て
、
「
自
分

だ
け
仲
間
は
ず
れ
に
な
る
の
は
い
や
」
と
い
う
主
人
公

（
と
も
こ
）
の
気
持
ち
に
は
共
感
で
き
る
部
分
は
あ
る

も
の
の
、
安
全
に
安
心
し
て
ケ
ー
タ
イ
を
使
う
に
は
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か

け
、
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

ま
た
、
授
業
が
終
わ

る
と
家
の
人
に
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
と
話
し
て
く

れ
る
子
も
い
て
、
授
業

の
手
応
え
を
感
じ
た
。

今
後
も
「
Ｎ
ｅ
ｔ
モ
ラ
ル
」
を
は
じ
め
、
デ
ジ
タ
ル

教
材
を
有
効
に
活
用
し
、
子
供
た
ち
と
情
報
モ
ラ
ル
を

考
え
、
家
庭
に
も
啓
蒙
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
＝

「P
o
s
t
e
r

A
r
t
s

L
i
t
e

」

本
年
度
か
ら
中
学
校
勤
務
と
な
っ
た
。
今
ま
で
小
学

校
で
の
経
験
し
か
な
か
っ
た
自
分
に
と
っ
て
、
日
々
の

生
活
が
と
て
も
新
鮮
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
最
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
学
年
の
生

徒
を
迎
え
る
た
め
に
掲
示
さ
れ
た
横
断
幕
で
あ
る
。

下
の
横
断
幕
は
、
パ
ソ
コ

ン
室
の
教
師
機
に
イ
ン
ス
ト

ー
ル
さ
れ
て
い
る
「P

o
s
t
e
r

A
r
t
s
L
i
t
e

」
と
い
う
ソ
フ
ト

を
用
い
て
作
っ
た
も
の
で
あ

る
。
字
体
は
、
普
段
使
用
す

る
「W

o
r
d

」
と
同
じ
様
に
選

択
で
き
、
背
景
の
柄
な
ど
も
、

多
く
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
か
ら

選
択
で
き
る
。
さ
ら
に
様
々

な
行
事
の
立
て
看
板
に
使
え

る
テ
ン
プ
レ
ー
ト
も
入
っ
て

お
り
、
大
判
プ
リ
ン
タ
と
組

み
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
活
用
で
き
る
ソ
フ
ト
で
あ
る
。
横
断
幕
や
立
て

看
板
だ
け
で
な
く
、
級
訓
や
行
事
目
標
な
ど
に
も
活
用

で
き
る
。

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
一
度
、
情
報
主

任
の
先
生
に
尋
ね
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
福
岡
中
学
校

学
習
情
報
主
任

清
野

良
祐
）

●
平
成
23
年
度
「
親
子
映
画
会
」
の
お
知
ら
せ

〈
上
映
日
と
会
場
〉

・
７
月
17
日
（
日
）

矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー

ぬ
か
た
会
館

・
７
月
24
日
（
日
）

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

・
７
月
31
日
（
日
）

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
）

・
８
月
７
日
（
日
）

岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー

大
平
市
民
セ
ン
タ
ー

・
８
月
21
日
（
日
）

六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー

〈
上
映
時
間
〉

・
午
前
の
部

10
時
～
11
時
30
分

・
午
後
の
部

13
時
30
分
～
15
時

〈
上
映
映
画
〉

・
あ
ず
き
お
ば
け

・
お
お
き
な
か
ぶ

・
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん

・
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
の
冒
険

・
忍
た
ま
乱
太
郎
の
が
ん
ば
る
し
か
な
い
さ
③

・
き
ず
だ
ら
け
の
り
ん
ご

な
ど

●
「
ビ
デ
オ
講
習
会
」
の
お
知
ら
せ

〈
日
程
〉
７
月
30
日
（
土
）

９
時
～
16
時
30
分

〈
場
所
〉
福
祉
会
館
６
Ｆ

〈
内
容
〉
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
基
本
的
な
撮
影
の
実
習
、

撮
影
し
た
素
材
の
編
集
実
習
な
ど

※
詳
し
く
は
岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

(

電
話
２
３
‐
６
７
８
９)

ま
で


